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平成27年度文部科学省委託事業
第1回加盟団体連絡会議兼ドーピング防止研修会

ドーピング検査事業について

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構
テスティンググループ

シニアマネージャー 平井千貴

平成26年度 ドーピング検査実績

JADA管轄検査 国際競技連盟等管轄検査

尿 血液 尿 血液

競技会検査 3271 0 553 6

競技会外
検査

2197 291 22 26

小計 5468 291 575 32

合計 5759 607

各年度ドーピング検査実績は、JADAのWebサイト内に公開されています。
平成26年度分は、7月末までには公開予定です。
http://www.playtruejapan.org/ ⇒サイト右上メニュー「情報公開」⇒「情報公開」
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血液検査手順について
要点1&2/4

1.待機時間（2時間）
採血前にトレ ングや競技を行 ていた場合採血前にトレーニングや競技を行っていた場合、
運動終了後2時間待機した後に採血を実施。
※体内ホルモンバランスを安定させることが目的
※分析メニューによっては2時間待機は不要となる場合もある

2 待機時間（10分）2.待機時間（10分）
採血直前、両足が床に着いた座位の状態で10
分間待機後、立ち上がることなく採血を実施。
※ 体内水分バランスを安定させることが目的
※ 分析メニュー問わず必須

血液検査手順について
要点3&4/4

3.検体番号貼付手順
採血が完了した採血管に貼付採血が完了した採血管に貼付
※ 従前は、採血前に貼付していたが、真空採血管の不備等で検体番号を貼

付した採血管が使用できなくなることが起こる為、採血後の貼付に変更。

4.検体番号貼付者
採血者（医師又は看護師）が貼付採血者（医師又は看護師）が貼付
※ 従前は、競技者が貼付していたが、WADA採血ガイドラインが変更となり、

採血者も貼付が可能となったため、採血後に採血者が貼付することで、手
続きがスムーズに進むよう変更。
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追加分析について

検査において、「分析機関に関する国際基準」
により、生理学的変化とドーピングを見分けるた
めに 追加分析の実施が求められる場合が生めに、追加分析の実施が求められる場合が生
じます。

分析機関から追加分析指示が出た場合には、
当該分析に要する追加費用をご請求させてい
ただく方向を考えています。
（IRMS/EPO等：50,000円+税）
費用は、分析メニューにより異なります。表示金額は平成27年度の金額です。

実際に、当該案件が発生した際には、都度、個
別にご連絡をさせていただきます。

2020年に向けて、日本で開催される2020年に向けて、日本で開催される
国際大会等も増えてくることと存じます。
ドーピング検査のスムーズな運営に

ご理解とご協力のほど
よろしくお願いいたします。願


